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評議会（６月３日（火））承認事項

平成16年度予算の概算要求に関する基本方針

平成16年度予算の概算要求に当たっては、「知の共同
体」として自ら与えられた使命と課題を達成するため、
東京大学憲章に則り、「挑戦の精神」と「高い志」を備
えた人材を養成すべく教育の充実を図るとともに、社会
の期待に応えるべく高度な学術研究を推進することを基
本とし、また、平成16年４月に予定されている国立大学
の法人化を受けて学内において進められている中期目
標・中期計画の検討内容を踏まえながら、下記の方針に
沿って重点的に要求を行う。
なお、キャンパスの整備については、「東京大学キャ

ンパス計画の概要」（平成４年６月９日評議会決定）の
趣旨を踏まえ、三極構造構想のより一層の推進を図ると
ともに、既存キャンパスの有効活用など大学全体として
の総合的、統一的な再配置及び再開発の更なる推進に向
けて努力する。

ア．大学院の充実強化

大学院の充実強化については、教育研究上の要請並
びに社会的要請の強い分野について要求する。また、
学生定員については、教育研究上の諸条件等を総合的
に考慮のうえ所要人員を要求する。

イ．専門職大学院の新設

幅広い素養と深い専門性を兼ね備え、社会の要請に
応えられる高い志と強い責任感・倫理観を持ち、社会
の多様な変化に対応して多面的な観点から問題設定と
その解決ができる人材の育成のため、専門職大学院の
新設を要求する。

ウ．研究所の改組等

研究所の改組等については、組織・機構の多角的な
点検・評価と見直しを行うとともに大学としての適正
規模及び学術研究の進展、社会的要請等を勘案して行
うこととし、既存の研究部門の転換・再編成について
も積極的に検討する。

エ．講座・研究部門の増設等

教育研究上の要請と社会的要請の強い分野を要求す
る。

オ．附属施設の新設・整備

附属研究・教育施設等の新設・整備については、学
内における検討状況等を踏まえ、教育研究上の要請と
社会的要請の極めて強いものとし、合理的な整理・再
編成及び共同利用化等に関する熟度・緊急度等を勘案
し要求する。

カ．重要学術研究の推進

大型プロジェクト研究等については、継続事業に係
るものを優先するが、新規事業については、新たな発
展の源泉となる知識の創出等につながる分野等の学術
研究が推進できるものを要求する。

キ．国際交流の整備等の推進

学術研究・教育の国際化に対応し、かつその推進を
図るため、国際的な学術交流・共同研究、外国人研究
者・留学生の受入れ並びに宿泊施設等の所要の整備・
充実を促進する。
また、民間資金の有効な活用を図る教育研究協力体

制の工夫・整備等を推進する。

ク．社会連携の強化

地域社会・経済社会との連携・協力関係を深めるこ
とにより、大学の社会的貢献を増進する。特に産業界
との間の連携を推進し、大学の優れた研究成果を社会
に還元するとともに、大学自身の研究の活性化を図る
ために事務機構の改組を含め、全学的な窓口の整備を
行う。

ケ．情報基盤の整備充実等

高度情報通信社会に対応し、情報の創造・蓄積・発
信により大学の教育・研究の高度化を図るとともに、
セキュリティー対策等の情報基盤の重点的な整備を推
進する。
また、附属図書館の重点的な整備・充実を図る。

コ．附属病院の整備

附属病院については、医療評価、事故防止対策、研
修体制の強化を図り、社会的要請に適切に対応した大
学病院の教育・研究・診療体制及び看護師等医療技術
職員の整備・充実を推進する。

サ．基幹的教育研究経費の充実

教育研究基盤経費等大学における基幹的教育研究経
費の質的充実を図るとともに、大型特殊装置の運転費
等についてその実態に即した経費の充実を図る。

シ．教育・研究用機器の整備

教育・研究用機器の整備については、萌芽的教育研
究用機器を含め、真に必要なものについて共同利用
化・管理運営・建物等の関連性を配慮のうえ要求す
る。
また、電子計算機の整備についても、目的・規模・

運用の見通しなどを勘案のうえ要求する。

ス．事務機構要員等の確保

事務機構の整備等については、国立大学法人への円
滑な移行を図るとともに、学生サービスや研究支援機
能の充実等を図るため、事務局組織の整備を行う。

一般ニュース�
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セ．学生及び教職員の厚生施設等の充実

学生・教職員の厚生施設等については、用地及び設
置後の管理運営等を考慮のうえ、集約化も含めた整備
を図るなど学生・教職員のための環境整備を推進す
る。

ソ．環境安全体制の整備等　

法令等により規制を受ける危険廃棄物の適切な処
理、教育研究環境の安全管理等については、これに必
要な施設・設備・要員の整備を図るとともに、教職
員・学生についての特別健康診断等必要な経費を要求
する。

タ．大学環境・建物等施設の整備

建物等施設の整備については、三極構造構想等キャ
ンパスの整備計画に基づき年次計画に沿って整備を行
うもの、及び新たな教育研究組織に必要な施設などに
ついて、既存施設の点検評価、維持管理・運営体制の
検討状況等を勘案のうえ、施設の効率的な活用に配慮
するとともに、文部科学省が策定した「国立大学等施
設緊急整備５か年計画」に則り、真に必要とされる緊
急性の高いものを重点として要求する。

名誉教授の称号授与

６月３日（火）に開かれた評議会で、東京大学名誉教
授称号授与規則により、次の元教授67人に名誉教授の称
号を授与することになった。

部局 氏　　　名 担 当 講 座 等

大・法 柏　木　　　昇 比較法政国際センター

大・医 波利井　清　紀 感覚・運動機能医学講座

大・医 木　村　　　哲 微生物学講座

大・医 鈴　木　紀　夫 放射線医学講座

大・医 杉　下　知　子 看護学講座

大・工 山　脇　道　夫 エネルギー量子工学講座

大・工 久保田　弘　敏 航空宇宙システム学講座

大・工 藤　田　和　男
地球エンジニアリング

講座

大・工 安　藤　忠　雄 建築計画学講座

大・工 菅　原　進　一 建築構造学講座

大・工 太　田　勝　敏 都市計画講座

大・工 梶　　　昭次郎 航空宇宙工学講座

大・工 藤　嶋　　　昭
インテリジェント材料学

講座

大・工 小　谷　俊　介 建築構造学講座

大・工 西　　　敏　夫 物理工学講座

大・工 早　川　 之助 物理実験学講座

大・工 鈴　木　篤　之 システム設計工学講座

大・工 幸　田　清一郎 反応プロセス工学講座

大・文 坂　梨　隆　三 日本語日本文学講座

大・文 池　田　知　久 中国思想文化学講座

大・文 庄　司　興　吉 社会学講座

大・文 米　重　文　樹 スラブ語スラブ文学講座

大・文 佐　藤　次　高 東洋史学講座

大・理 長　澤　信　方 量子光学講座

大・理 木　村　　　賛 人類科学講座

大・理 守　　　隆　夫 動物科学講座

大・理 黒　岩　常　祥 植物科学講座

大・理 小　間　　　篤 無機・分析化学講座

大・農 岡　本　嗣　男 生物システム工学講座

大・農 八　木　久　義 森林生命環境科学講座

大・農 大　塚　治　城 国際動物生産学講座
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五月祭開催される

第76回五月祭は、５月30日（金）午後の学内公開及び
５月31日（土）、６月１日（日）の一般公開と計３日間
にわたり本郷キャンパスで開催された。講演会、研究発
表の展示、音楽演奏、趣向を凝らした各種パフォーマン
スの披露や模擬店等320件の企画が催された。
一般公開日の５月31日（土）は、台風４号の影響によ

る豪雨に見舞われ、屋外の企画は残念ながら中止するも
のもあったが、６月１日（日）は曇り空に持ち直し、予
定していた企画は全て実施することができた。両日合わ
せて約46,000人（昨年約56,000人）の来場者が訪れ、開
催期間中は日頃と違う光景がキャンパスの各所で繰り広
げられ、終日賑わいをみせながら無事終了することがで
きた。

（学生部）

キャンパスニュース�部局 氏　　　名 担 当 講 座 等

大・農 森　　　　　敏 生物機能化学講座

大・農 尾　鍋　史　彦 材料・住科学講座

大・農 唐　木　英　明 比較動物医科学講座

大・農 太　田　猛　彦 地球生物環境学講座

大・農 有　馬　孝　 材料・住科学講座

大・農 上野川　修　一 食品科学講座

大・済 中　兼　和津次 国際経済講座

大・済 斎　藤　静　樹 会計・財務講座

大・済 宮　島　　　洋 財政金融講座

大・養 林　　　利　彦 生命機能論講座

大・養 小　林　啓　二 物質設計学講座

大・養 塚　本　明　子 多元世界解析講座

大・養 a 野　穆一郎 自然体系学講座

大・育 浦　野　東洋一 生涯教育計画講座

大・薬 今　井　一　洋 生物有機化学講座

創　域 内野倉　國　光 物性・光科学講座

創　域 藤　野　正　å 環境システム学講座

創　域 嶋　　　昭　 機能生命科学講座

創　域 月　尾　嘉　男 人間環境学講座

創　域 内　　　稔 社会文化環境学講座

社　情 小　林　宏　一 情報・メディア部門

社　情 鶴　木　　　眞 情報・社会部門

生　研 小　林　敏　雄 情報・システム部門

生　研 Z 識　晴　夫 人間・社会部門

生　研 虫　明　功　臣 人間・社会部門

生　研 村　上　周　三 環境制御物理学講座

史　料 五野井　å 史 特殊史料部門

分　生 高　橋　秀　夫 分子情報・制御部門

宇　宙 戸　塚　洋　二 神岡宇宙素粒子研究施設

物　性 小　谷　章　雄 物性理論研究部門

物　性 三　浦　　　登 極限環境物性研究部門

海　洋 木　村　龍　治 海洋物理学部門

海　洋 平　　　啓　介 海洋物理学部門

海　洋 大和田　紘　一 海洋生態系動態部門

生　セ 大　森　俊　雄 生物制御工学研究部門

経　工 児　玉　文　雄
先端経済工学研究

センター
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平成15年度外国人学生数─国費外国人留学生数848人、私費外国人留学生数1,242人
外国政府派遣留学生24人、在日外国人学生数119人─



─ 28 ─

№1265  2003.  6. 11



─ 29 ─

2003.  6. 11  №1265



─ 30 ─

№1265  2003.  6. 11



─ 31 ─

2003.  6. 11  №1265



─ 32 ─

№1265  2003.  6. 11



─ 33 ─

2003.  6. 11  №1265



─ 34 ─

№1265  2003.  6. 11



─ 35 ─

2003.  6. 11  №1265



─ 36 ─

№1265  2003.  6. 11



─ 37 ─

2003.  6. 11  №1265



─ 38 ─

№1265  2003.  6. 11



─ 39 ─

2003.  6. 11  №1265

植物園で学生・教職員の交歓会が開かれる

大学院理学系研究科・理学部の、恒例行事となってい
る学生と教職員の交歓会（第39回）が５月26日（月）午
後、小石川の理学系研究科附属植物園において開催され
た。
当日はうす曇にもかかわらず、新緑の園内にはおよそ

550名程の学生・教職員が集まった。
岡村研究科長、邑田植物園長の挨拶に始まり、岩澤評

議員の発声で交歓会が開始された。
学生・教職員はもとより名誉教授の方々にもご参加い

ただき、芝生には飲み物などを手に学科・専攻を越えて
語り合う懇親の輪がいくえにも広がり新緑を満喫しなが
ら、和気藹々とした楽しい交歓の一時を過ごした。

（大学院理学系研究科・理学部）

教育学研究科で外国人留学生懇談会開かれる

教育学研究科・教育学部の外国人留学生懇談会が、５
月21日（水）17時30分より、教育学部ラウンジにおいて
行われた。
現在、教育学研究科には10ヶ国、60名の外国人留学生

が在籍しているが、本懇談会には留学生、チューター、
教官、職員など80名以上が参加し、教育学部の小さなラ
ウンジは例年を上回る盛況ぶりを見せた。

多賀留学生担当教官の司会、渡部研究科長の開会の辞
に始まり、武藤評議員の乾杯で幕を開けた留学生懇談会
では、歓談の後、本年度4月入学の留学生紹介が行われ
た。
その後、故国のカラオケテープを持ち込んでの熱唱、

飛び入り参加などの余興も飛び出し、会は最高の盛り上
がりを見せた。過ぎ行く時間を惜しみつつも、和やかな
雰囲気の中で佐藤学評議員による挨拶を迎え、閉会とな
った。
教育学研究科では近年、国際交流室が開設され、留学

生のバス旅行も行われるなど、より教官や職員との対話
が緊密になったせいであろうか、懇談会でも自主的に会
場設営の手伝いや片付けをするなどの留学生が目立って
いた。

（大学院教育学研究科・教育学部）

部局ニュース�

先生をかこんで

交歓会の風景

賑わう教育ラウンジ
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アジア・バロメーター（東大国際シンポジウム）

アジア･バロメーターはアジア全域をカバーする定点
定期世論調査である。2003年から10年間継続する計画で
ある。世論調査は「普通の人々の日常生活」に焦点をあ
てる。普通の人々の毎日の生活がどのように営まれてい
るか、毎日の生活の諸側面について、どのような感情を
持っているか、どのような希望を抱いているか。このよ
うな General Social Survey と呼ばれる性格をその基礎
に持っている。しかし、それだけにとどまらず、人々が
大きな社会（例えば、家族、近所、職場、政府、企業、
警察、軍隊など）とどのような関係を持っているか、社
会との関係をどのように評価しているか、社会との関係
にどのような希望を抱いているか、の質問群を次に問う
形になっている。さらに、普通の人々にとって疎遠には
なるが、自由、人権、競争、規制、個人主義、民主主義
などの価値や規範、そしてそれらに基づいた政治行動に
ついての質問群がくる。
アジア･バロメーターは次のような意味で画期的なも

のである。第１、アジア全地域（東、東南、南、中央ア
ジア）をカバーする。第２、10年間継続する。第３、
人々の生活についての関心を基盤において、人々の感情
と意見を定点定期観測する。第４、アジア全域の学者の
参加を求め、質問表作成とデータ分析の両方を共同実施
する。毎年１回、当年度の世論調査の半年後、次年度の
世論調査の半年前に、そのようなワークショップを開催
する。第５、アジア･バロメーターの結果報告を兼ねた
アジア・シンポをアジア各地域で開催する。第６、東京
大学に開設されるホームページで世界発信する。第７、
Japanese Journal of Political Science（Cambridge
University Press）で毎年1回小特集で毎年の結果をハイ
ライトする。このような目標と枠組みで、2003年６月～
７月に第１回調査が行われる。
シンポジウムは、猪口孝教授（東京大学）が代表を務

めるアジア・バロメーター研究会を軸として、2003年５
月６日（火）に開催された。90名余りの参加を得、盛会
であった。
佐々木毅総長と東洋文化研究所長田中明彦教授のあい

さつを得た後、主唱者猪口孝教授がアジア・バロメータ
ーについて、目標と枠組みを説明した。続いて、世論調
査がアメリカの社会科学をどのように発展させたかの説
明を、ミシガン大学社会調査研究所長　D. フェザーマ
ン教授が行った。さらに、アジア･バロメーターから毎
年生まれるデータを使って、アジア全域の政治学者が参
加してワークショップを行う組織であるアジア政治研究
連合の制度化の説明を安 市教授（ソウル大学）から、
このモデルとなる欧州政治研究連合として、J. ブロンデ
ル教授（欧州大学研究所）から報告があった。討論は、
I. マーシュ教授（豪州国立大学）と谷口将紀教授（東京
大学）が行った。
午後は、秋山弘子教授（東京大学）、邊燕杰教授（香

港科学技術大学）、朱雲漢教授（台湾国立大学）、L. ゲ

レロ教授（フィリピン社会気象台）、堀内勇作教授（シ
ンガポール国立大学）、前田幸男教授（都立大学）、D.C.
シン教授（ミズーリ大学）がパネリストとして、世論調
査の研究推進上の利点・欠点、世論調査データの利用に
おける利便・不便などを討論した。討論は、D. フェザ
ーマン教授と蒲島郁夫教授（東京大学）が行った。
翌５月７日（水）、学術会議が行われた。午前は、ア

ジア・バロメーターに先行するアジアにおける世論調査
についての報告があった。フィリピンの社会気象台、韓
国の韓国民主主義バロメーター、台湾の東亜民主主義バ
ロメーターである。アジア・バロメーターとの根本的な
違いは、S. ハンティントンの第三の民主化（20世紀第
４四半世紀における）にそった関心から生まれたものと、
そのような第三の民主化の波が終わった21世紀初頭に創
立されたものとの違いである。アジア･バロメーターは
「普通の人々の日常生活」を軸に、アジア全域の人々の、
生活の質、感情や意見、価値や規範や行動などを毎年20

カ国で、定点定期観測する画期的なものである。東大シ
ンポジウムはその幕開けにふさわしいものであった。
最後に、英語によるシンポジウムを円滑に完了するこ

とを可能にしてくれた山上会館、難聴者の参加を容易に
してくれたバリアフリー支援準備室に謝意を表する。

（東洋文化研究所）

シンポジウム会場

あいさつを行う佐々木毅総長
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初心者水泳講習会の開催

暑い夏のシーズンが近づいてきました。「今年こそは
海に、プールに行ってみたいけれど、泳げない・・・」
そのように悩んでいる方はいらっしゃいませんか？
大丈夫、まだ間に合います。本学教職員からなる水泳

同好会（日本水泳連盟公認指導員）の講師陣が、今年度
も初心者の方を対象に講習会を開催します。
講習会の日程等は下記のとおりとなっておりますの

で、この機会に是非泳げるようトライしてみてくださ
い。

１．日　時：６月24日（火）、26日（木）、27日（金）
７月１日（火）、３日（木）、４日（金）

計６日間
各日とも18：00～19：30（１時間30分）

２．場　所：御殿下記念館プール

３．対　象：本学学生・教職員
〔初心者（全く泳げない）、
初級者（息継ぎができない）に限ります〕

４．定　員：30名（定員になり次第締め切ります）

５．受講料：500円（６回分）

６．受　付：６月10日（火）9：30より
御殿下記念館モール階　運動会受付

７．説明会：６月20日（金）12：00～12：20

御殿下記念館第一研修室
（記念館入口の右隣）

８．講　師：東京大学水泳同好会
（日本水泳連盟公認指導員）

９．その他：問い合わせは、学生部学生課体育第一掛
（内線：22509～22511）まで

（学生部）

大学院経済学研究科修士課程の学生募集につ
いて

平成16（2004）年度大学院経済学研究科修士課程の入
学試験は、次のとおり実施される。

１．受入予定人員 108名

２．出 願 期 間 ８月18日（月）～８月22日（金）
（郵送の場合、８月21日（木）の
消印まで有効）

３．試 験 期 日 （1）筆記試験　９月11日（木）
（2）口述試験　９月26日（金）

※募集要項は、大学院経済学研究科・経済学部大学院掛
で配付中である。

（大学院経済学研究科・経済学部）

「教養学部報」第466（６月４日）号の発行
―教官による、学生のための学内新聞―

山本　　泰：ファカルティ・ディベロップメントはなぜ
必要か？

石浦　章一：駒場のファカルティ・ディベロップメント
について

神野志隆光：学生に言いたいこと
荒木　純子：さつき会の利用法

―新生東大女子卒業生同窓会へのお誘い
安東　克之：救急救命について（１）
丹野　義彦：学生相談所協力教官を利用しましたか？
柴　　宜弘：DESK主催国際シンポジウム

「バルカン―ヨーロッパを考えるひとつ
の視座」を終えて

〈本の棚〉
中島　隆博：〈身体〉は純粋な伝達の手前で語る
ライブラリ相関基礎科学８
『〈身体〉は何を語るのか　20世紀を考える２』

〈私のいち押し〉
宇野由紀子：パンをこねてみませんか？

〈時に沿って〉
ウィロックス　ラルフ：禍転じて…
深川由起子：囓られた真珠と駒場

「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、学
生課ロビー、生協書籍部、保健センター駒場支所で無料
配布しています。バックナンバーもあります。

（大学院総合文化研究科・教養学部）

掲示板�
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夏季データベース講習会のお知らせ

情報基盤センター図書館電子化部門では、下記のとお
り夏季データベース講習会を実施します。データベース
を利用した最新の文献調査方法に関する講習会です。ど
なたでもお気軽にご参加ください。

［データベース出張講習会］
ご要望に応じた内容で研究室までお伺いします。授業

やゼミ等でご活用下さい。
希望の日時、内容等をメールでお知らせ下さい。スケ

ジュールを調整の上、折り返しご連絡します。

●申込み先 学術情報リテラシー掛（内線22649）
literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

［データベース定期講習会］
パソコンを使った実習を中心にしたコースです。ご都

合の良い時間帯を選んでどうぞご参加ください。
（11:00～12:00、15:00～16:00、17:00～18:00）
参加予約は不要です。時間までに会場に直接お越し下

さい。

●会場
総合図書館１階メディアプラザⅠ　講習会コーナー

●定員　　12名（先着順）

●各コースの内容

スケジュール（７月～８月）

http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/dl/koshukai/

（情報基盤センター）

入門コース

実践コース（1）

文献データベ
ース

実践コース（2）

引用索引デー
タベース
（Web of Science）

・授業で指定された文献や参考文献
リストに記載された文献の所在調
査のテクニックを習得することを
目的とします。
・OPACなど基本的なデータベース
を使った検索実習を中心とします。
・研究に必要な文献を調査・収集す
るテクニックを習得することを目
的とします。
・雑誌記事索引データベースをはじ
め、各専門分野の文献データベー
スの検索実習を中心に、文献調査
方法と電子ジャーナルの利用につ
いて紹介します。
・研究に必要な文献を調査・収集す
るテクニックを習得することを目
的とします。
・引用索引データベース（Web of
Science）の検索実習を中心に、
文献調査方法と電子ジャーナルの
利用について紹介します。

コース名 内　　　容

月 火 水 木 金

7/1 7/2 7/3 7/4

17:00～18:00 15:00～16:00

実践（2） 入門

7/7 7/8 7/9 7/10 7/11

11:00～12:00 15:00～16:00

実践（1） 実践（2）

7/14 7/15 7/16 7/17 7/18

11:00～12:00 17:00～18:00 11:00～12:00

入門 実践（1） 実践（2）

7/21 7/22 7/23 7/24 7/25

17:00～18:00 休館日 15:00～16:00

入門 実践（1）

7/28 7/29 7/30 7/31 8/1

15:00～16:00 15:00～16:00 11:00～12:00

実践（2） 入門 実践（1）

8/4 8/5 8/6 8/7 8/8

11:00～12:00 17:00～18:00

実践（2） 入門

8/11 8/12 8/13 8/14 8/15

17:00～18:00 15:00～16:00 11:00～12:00

実践（1） 実践（2） 入門

8/18 8/19 8/20 8/21 8/22

15:00～16:00 17:00～18:00

実践（1） 実践（2）

8/25 8/26 8/27 8/28 8/29

15:00～16:00 11:00～12:00 17:00～18:00

入門 実践（1） 実践（2）
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事務連絡�

人　事　異　動（教官）

発令年月日 氏　　　名 異動内容（新官職） 旧（現）官職等

（採　　　用）

15．５．８ KARLIN JASON 社会科学研究所助教授 フロリダ大学助教授

GREGORY

15．６．１ 大　橋　健　一 大学院医学系研究科助教授 東京都立駒込病院病理課医長

〃 富　重　道　雄 大学院工学系研究科助教授 カリフォルニア大学サンフランシス校博士

研究員

〃 大　– 弘 大学院経済学研究科助教授 ブリティッシュ・コロンビア大学商学・経

営学部助教授

（昇　　　任）

15．５．16 平　井　久　丸 大学院医学系研究科教授 医学部助教授

〃 今　村　知　明 医学部助教授 医学部附属病院企画情報運営部病院運営管

理学領域講師

〃 磯　貝　　　明 大学院農学生命科学研究科教授 大学院農学生命科学研究科助教授

15．６．１ 長　瀬　隆　英 大学院医学系研究科教授 医学部講師

〃 陶　山　　　明 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科助教授

〃 増　田　　　茂 〃 〃

〃 吉　江　尚　子 生産技術研究所助教授 東京工業大学大学院生命理工学研究科生体

分子機能工学専攻生体分子物性講座助手

〃 DUTTA,DUSHMANTA 生産技術研究所附属都市基盤安全工学国際 生産技術研究所附属都市基盤安全工学国際

研究センター助教授 研究センター助手

〃 福　代　康　夫 アジア生物資源環境研究センター教授 アジア生物資源環境研究センター助教授

（配　置　換）

15．５．16 上　田　　　宏 大学院工学系研究科助教授 大学院新領域創成科学研究科助教授

〃 奥　田　洋　司 人工物工学研究センター助教授 大学院工学系研究科助教授

15．６．１ 阿　部　弘　亨 原子力研究総合センター助教授 大学院工学系研究科附属原子力工学研究施

設助教授

（転　　　出）

15．６．１ 柴　田　裕　実 京都大学大学院工学研究科助教授 原子力研究総合センター助教授

（転　　　任）

15．６．１ 赤　林　　　朗 大学院医学系研究科教授 京都大学大学院医学研究科教授

（併 任 解 除）

15．５．16 永　井　良　三 医学部附属病院病理部長の併任を解除する 大学院医学系研究科教授

（併　　　任）

15．５．16 深　山　正　久 医学部附属病院病理部長 大学院医学系研究科教授

15．６．１ 真　田　弘　美 大学院医学系研究科教授 金沢大学医学部保健学科看護学専攻成人・

老人看護学講座教授
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東洋文化研究所玄関ホール

分節がない。この国では、都市
空間にも、建築空間にも適切な分
節がない。市街でも、郊外でも、
電柱と電線とが大空を切り刻む。
要は、市街と郊外との分節がない。
都市の概念が、この国にはない。
ヨーロッパでも、中国でも、都市
は文明の中心であり続けてきたか
ら、古代以来城壁で囲まれていた
市街には、近代的なものでしかない電柱も電線
も、あってはならない。それが城壁を失った近
代都市の最も端的かつ不可視の表象である。
建築空間でも、公私の混同は当然のことのよ

うである。本学でも、玄関や廊下など、公的な
空間にも、巨大なゴミ箱が置かれ、ファイルが
立ち並ぶ。公私の認識がない。いや、認識して
はいても、峻別できる空間の余裕がない。そう
いう筆者も、世界で最も完備した中国絵画写真
資料無慮二十万点の多くを廊下のファイルに収
納しておかざるを得ない。
この国も、過去にはそうであったわけではな

い。室町時代、京洛の禅寺の塔頭方丈は七室な
いし八室からなっており、長老が引退し居住す
る場として、公的・私的な部屋が厳格に階層化
されていた。江戸が高度の都市計画に基づいて

建設されていたことは、幕末、ベ
アトが愛宕山から撮影したパノラ
マ写真の整然とした街並を見ても
明らかである。
東洋文化研究所玄関ホールは、

本郷の一部局としては、異例の広
さと高さとを有する。総合研究博
物館の前身・総合資料館の展示ス
ペースであったからである。この

春から、その東側の壁面を日本を含むアジアの
芸術家に開放し、社会に開かれ、アジアに開か
れ、世界に開かれた当研究所の公的かつ文化的
な結節点として位置づけている。公私の分節を
明確にし、研究所全体として、コンセプトをも
って研究・教育を行っていることを、ことばだ
けではなく、かたちとしても示すためである。
願わくば、当研究所のささやかな試みを許容し、
形態と色彩とにより、教育と研究の理想を具現
する、二十一世紀のキャンパス計画が実現すれ
ばと切に望む次第である。

（東洋文化研究所　小川裕充）

（淡青評論は、学内の職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

この「学内広報」の記事を転載・引用する場
合には、事前に広報委員会の了承を得、掲載し
た刊行物若干部を広報委員会までお送りくださ
い。なお、記事についての問い合わせ及び意見
の申し入れは、総務課広報室を通じて行ってく
ださい。

№ 1265 2003年６月11日

東 京 大 学 広 報 委 員 会
〒113－8654 東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務課広報室　1（3811）3393

e-mail kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

ホームページ http://www.u-tokyo.ac.jp/index-j.html

◇広報室からのお知らせ
平成15年度「学内広報」の発行日及び原稿締切日を、東京大学のホームページに掲載しました。
URL: http://www.adm.u-tokyo.ac.jp/soumu/soumu/kouhou.htm
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